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防災・災害時における写真測量の役割

日本写真測量学会北海道支部事務局

齋藤 健一

北海道産学官連携懇談会情報共有会合

本日の内容

１．防災における写真/写真測量技術の活用

２. 災害時の写真/写真測量技術の活用
２－１ 災害状況の把握（主に洪水）
２－２ 緊急撮影の例
２－３ 東日本大震災での写真測量分野の活動
２－４ 地すべり分野での写真測量

３．おわりに 防災・災害対応での写真測量
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SHIN ENGINEERING CONSULTANT CO.,LTD.

津波ハザードマップ（１／５０００）

等高線を図化機にて取得

１．防災における写真/写真測量技術の活用 1/4

SHIN ENGINEERING CONSULTANT CO.,LTD.

防災ＧＩＳ（地域の防災計画に活用）

オルソモザイク写真と等高線を表示

１．防災における写真/写真測量技術の活用 2/4
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SHIN ENGINEERING CONSULTANT CO.,LTD.

避難時間マップの作成

航空写真から作成した地図データを利用

１．防災における写真/写真測量技術の活用 3/4

SHIN ENGINEERING CONSULTANT CO.,LTD.

避難場所の海抜標高表示

避難場所の正確な標高を写真測量から取得

１．防災における写真/写真測量技術の活用 4/4

災害の種類による準備（事前情報）

• 洪水（台風情報・洪水予報）

• 地震・津波（緊急地震速報）

• その他雪害・ 竜巻 (竜巻注意情報）
→佐呂間町の災害以降注意情報発令

• 火山噴火（噴火警報）

• 崩壊・地すべり（土砂災害警報）

２－１ 災害状況の把握

災害の種類による準備（作業フロー）
災害情報の入手及び要請

機体の確保（固定翼・回転翼）
天候調査(空港・被災地）

洪水

川の防災情報
(雨量・水位把握）

被災河川・流域

撮影計画(垂直・斜め）

フライト

火山噴火

火山の特性

当日の風向

航空規制の有無

現地の機体数・噴煙の色

雪害・竜巻

発生源の特定

空港～現地の風速

（尾根や樹木の倒木）

地震・津波

震源地・規模

人工的盛り土

崩壊・地すべり

斜面崩壊

旧地すべり跡地

崩壊頭部の確認

迅速性が重要！

河道閉塞

２－１ 災害状況の把握
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洪水事前情報（例：十勝川水系のテレメータ）

電話応答

２－１ 災害状況の把握

洪水事前情報（河川管理システムフリックス）

２－１ 災害状況の把握

洪水事前情報（川の防災情報）

http://www.river.go.jp/nrpc0302gDisp.do?areaCode=81

２－１ 災害状況の把握

洪水（十勝川流速ベクトル）
2003年8月10日14:42分撮影

撮影高度1200ｍ約1/8,000
ピークより下降期に撮られた

写真画像

２枚の写真から表面流速の測定

泡・ゴミが混じる表面から移動
量を測定 量を測定

1-1（X・Y)と1-2(X・Y)の移動距
離を算出 離を算出

２枚の撮られた時間間隔9.24
秒で割り返す

２－１ 災害状況の把握
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洪水（十勝川流速ベクトル図）

河畔林による川の流れの特色

水衝部の変化把握

1961年7月石狩川が最初に流速解析 1.5～2.0m/s

2.0～2.5m/s

2.5～3.0m/s

3.0m/s以上1.0～1.5m/s
0.5～1.0m/s
0～0.5m/s

12

２－１ 災害状況の把握

地震（釧路沖地震による崩壊、国道４０号厚岸町糸魚沢）

・１９９３年（平成５年）１月１５日午後８時頃発生（国道４０号）

・マグニチュード７．８ 釧路震度６ 道路が崩壊し車４台が巻き込まれた

・崩壊土砂量約８０００㎡

２－２ 緊急撮影の例 1/5

地震・津波（北海道南西沖地震）
発生日時： 平成5年1993年７月１２日

午後10時17分12秒
マグニチュード： ７．８
死者行方不明者： 198名

ホヤ岩岬
津波が全島を襲い斜面の植生を押しつぶす

平成５年６月３０日撮影

平成５年７月１３日撮影

藻内地区で最大遡上高29m

津波の高さ（到達高）

稲穂地区で7m
初松前地区21m

（北海道・奥尻町HP)

２－２ 緊急撮影の例 2/5

地震（南西沖地震後の斜面の亀裂）

秋口の落葉期に現れた亀裂

既存の崩壊地形に沿った亀裂

２－２ 緊急撮影の例 3/5

詳細な写真判読による
２次災害の防止
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地震（十勝沖地震被災箇所）

大津漁港 十勝川築堤の亀裂

十勝川河口橋上流方向に最大67cm移動 浦幌町仁頃川に架かる町道

２－２ 緊急撮影の例 4/5

竜巻（2006年11月7日発生佐呂間の竜巻）

竜巻の強度F-3

特別報告 2006年11月7日の北海道竜巻の現地調査報告
鈴木修、中里真久、山内洋（気象研究所気象衛星・観測システム研究部）

２－２ 緊急撮影の例 5/5

東日本大震災活動記録 日本写真測量学会

• http://www.jsprs.jp/action.html

２－３ 東日本大震災での写真測量分野の活動

• 産官で取られたデータ群
• 垂直写真(2011.3.12～2012.9.8）

1,562コース 65,792枚
• 斜め写真（2011.3.12～2012.4.6）

10,001枚
• 航空用レーザ(2011.3.19～2011.10.29）

206地区

• 車載測量(2011.3.27～2012.8.17）
66地区

• 光学衛星（2011.3.12～2012.8.27）
ALOS（JAXA）・IKONOS・GeoEye-1（日本スペースイメージング(株)）
EROS-B（ImageSat、(株)パスコ）

• SAR衛星（2011.3.12～2012.8.31）
COSMO-SkyMed 3

東日本大震災活動記録 日本写真測量学会

２－３ 東日本大震災での写真測量分野の活動
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日本写真測量学会50周年記念誌

佐呂間町竜巻

北海道南西沖地震
十勝沖地震

有珠山噴火
十勝岳噴火

２－３ 東日本大震災での写真測量分野の活動

北海道の地すべり2012 （社）日本地すべり学会北海道支部

２－４ 地すべり分野での写真測量 1/7

・１９９６年（平成８年）２月１０日午前８時１０分崩落（国道２２９号）

・バス１台乗用車１台が下敷きになり２０名が死亡

・岩盤の高さ６３．５ｍ、崩落幅５４．２ｍ、最大厚さ１２．９ｍ

・崩落土砂量１１０００㎥

２－４ 地すべり分野での写真測量 2/7

崩壊 岩盤崩落事故 （国道２２９号豊浜トンネル） 崩壊 岩盤崩落事故 （国道２２９号豊浜トンネル）

国道２２９豊浜トンネル詳細調査

　　

　

　　

　　豊浜Ｈ８．３．１２クレーンによる調査撮影　　　　　　　　　　　豊浜Ｈ８．３．１２撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　　豊浜Ｈ８．３．１２撮影　　　　　　　　　　　　　　

２－４ 地すべり分野での写真測量 3/7

大型クレーンを使用した詳細調査
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• 北海道の地すべり2012（43.古平町豊浜トンネルにおける岩盤崩落より）

←クレーンで撮影された
写真を基に作成された
詳細な斜面正面図

２－４ 地すべり分野での写真測量 4/7

崩壊 岩盤崩落事故 （国道２２９号豊浜トンネル） 地すべり 岩盤すべり災害 国道２２９号積丹町小泊

・１９７８年４月１７日標高２００ｍの尾根部から発生

・崩壊土砂量 推定２，６２５，０００㎡

２－４ 地すべり分野での写真測量 5/7

・発生１１年前の空中写真にすべり面の上部が動き、植生（樹木）の広が

りがはっきりと判読される

地すべり 岩盤すべり災害 国道２２９号積丹町小泊

２－４ 地すべり分野での写真測量 6/7

地すべり（国道239号霧立ち峠）

• 旧地すべり地形の末端部が再活動を起こした。

• 北海道の地すべり地形デジタルマップ 山岸宏光著（shpファイル）

２－４ 地すべり分野での写真測量 7/7
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防災・災害対応における更なる写真測量の活用にむけて

• 写真判読技術の継承
予兆の判断（小泊地すべり） 二次災害の危険性把握(南西沖地震斜面）

• 既存データの活用
過去の写真 地すべりデータ 過去の気象データ

• 計測技術の進歩
自然災害の原因追及に特殊な計測技術を必要とする場合がある。

災害時の空間情報技術

災害情報の取得

災害情報の分析・共有
(空間情報による災害記録 東京大学布施准教授）

３．おわりに 防災・災害対応での写真測量


